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{弓Él~l 高齢者向けに開発されたスクヱアステップ遥動

(SSE)がTrailMaking Test (TMT)にもたらす効果を

検証することとした。{方法165-74歳の高齢男女50名を
SSE群とウォーキング群 (¥V群、対照群)に分けt:.o

SSEは4む鰭(横4X縦10)の正方形が搭かれたマットの上

を任窓;のステップパターンに従って前進するインストラク

タのデモンストレーションを各参加者が見て、そのパター

ンを記穫し、その通りにステップしていくエクササイズで

ある。 SSE群には選21ヨ運動を提快したが、 ¥V {洋には集

団でのj屋外ウォーキングを選1[富提供し、さらに他の尽に

W を各自で実設するように指示した。介入期間前後に

TMTを測定した。 TMTはそニタに表示された数字こをiか

らおまで販を追って探し出して手指でタッチし、その所要

時間を計測するものである。このテストは2議類で構成さ

れている: [テスト1J表示される数字の位置は変化しない、
つまりターゲットとする数字以外の数字の場所を記壌でき

るため、テスト終了までの所要時間を短縮することができ

る、[テスト2Jターゲット数字にタ yチするたびに表示さ
れる数字の{立躍が変わる、つまり場所の記憶は不安だ‘が、

ターゲット数字を探す作業が必要になる。{結果1SSE群
において、数字をiつタッチするまでの平均所要時間はテ

スト]で介入前1.79土0.47秒、介入後1.69土0.36秒、 W群

ではそれぞれ1.83土0.40秒、1.85土0.37秒であり、各群で

変化は苓意で、はなかった。 25の数字をタッチするまでのミ

スタッチ数は SSE群で0.36土0.73回、 0.11土0.42盟、 W

で0.27土0.70図、 0.32土0.57回であ号、それぞれ有意な変

化ではなかった。テスト2においては SSE群で2.93土O‘36

秒、 2.'15土0.41秒であ旬、有意に短縮していた (p= 0.02)。
W群では3.08土0.49秒、 3.02土0.39秒であり、その変化

は有意ではなかった。ミスタッチ数は SSE群で0.46土0.74

回、 0.64土0.91問、 W 群で0.45土0.74問、 0.77土1.11拒!

と有意な変化ではなかった。 2元配置分散分析の結果、テ

スト i における介入による所要時間の変化 (tim~ effect) 

とi時間×群の交互作用はともに有意ではなかったが、テス

ト2における timeeffect は右意だった (p= 0.04針。ミス

タッチ数ではいずれの解析でも有意な変化が示されなかっ

た。{結論}運動、特に SSEによって短期記潜力よりも視

覚探索や動きの正確性・素早さといった能力改善を高齢者

にもたらす可能性が示唆された。
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